
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

        実行委員長  池西 裕二 
 

11 月 16 日（日）、キックス・イベントホールで

市委託事業「第 17 回青少年音楽フェスティバル」

を開催しました。16 年間続いた収容人数 1300 名

のラブリーホール（大ホール）から280名のイベン

トホールに会場を移した初めての音フェスですの

で、観客が少なくなるのではないかと心配していま

したが、午後 1 時 30 分の開場と同時に来場者が相

次ぎ、開演時刻の午後 2 時にはほぼ一杯になりまし

た。 

そして、「崖の上のポニョ」で始まった音フェスは、

11組の出演グループの演奏と歌、観客から大きな拍

手と歓声を受けた大阪芸大・パフォーマンスドール

のジャグリング演技、企画スタッフが中心となった

エンディング（スピッツの「チェリー」）で終了しま

したが、入り口付近は身動きできなくなる程で、熱

気と興奮に包まれた５時間だったように感じまし

た。（観客総数 約４50名）、 

また、観客が舞台直前まで近づいてウェーブする

光景が何度も見られ、目標にしていた出演者と観客

が一体となったライブステージを実現することがで

きました。 

 さらに、音フェス OB が重要な役割を果たしてく

れた嬉しい音フェスでもありました。というのは、

前回の音フェスに出演した2名を含めて4名の高校

生が企画スタッフとして参加し、全体練習時の楽器

に設置や調整に協力し、オープニングやエンディン

グの企画にも若者らしい提案をしてくれました。 

 本番では、舞台進行の裏方、司会とともに、エン

ディングでのギター、ベースとボーカルも担当して

くれました。 

さらに、第7回と８回に出演した「黎明超」の柴

田祐二さんがオブザーバーとして、出演者や企画ス

タッフに対する楽器指導や本番での照明を音響を

担当した業者「ベースオントップ」を紹介してくれ

るなど音フェス開催に重要な役割を果たしてくれ

ました。 

次回の音フェスが今回以上にすばらしい音フェ

スであることを確信し、アンケート「青指と一緒に

創った音フェスはどうでしたか？」に対する回答で

今回の音フェスの総括とします。 

  

 

 出演者（４３名） 

  楽しかった：23、良かった：10、 

  感謝・有難う4、すばらしかった：2、 

  最高：2, 良い経験・思い出になった：2 

 企画スタッフ（4名） 

  楽しかった：3、大変な事もあったが青指が 

  サポートしてくれたのが良かった：1 

アンケート結果 

 
第124 号 
発行者 

河内長野市青少年指導員連絡協議会 

広報部 

  

Spaps、肉食人間、エイトビート、マリオネット 

BROKEN HEART、ALLEGRETTO MAN 

THEE KORI'n' KORIN GLASSES、Geeks Road 

PASS ability、ミカンプ、ガリ～ピ～ス☆ 

 以上１1グループ、企画スタッフ４名 

 特別出演：芸大パフォーマンスドール 
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（2） 青指ニュース 第 124号     平成 20年（2008年）12月１日発行 

チーム単位の昼食タイムでは、決勝ゲームでの作戦

を話し合ったりして、仲間意識が強まり、その成果が

決勝ゲームでの僅差の2位となりました。 

そんなに激しい動きとは思わないのですが、1 ピリ

オドの5分間を大きなボールを追い掛けていると、汗

びっしょりで、膝や太ももは痛くなりましたが、気持

ち良いものでした。 

表彰式では2位の賞品として、疲労時にふくらはぎ

や足の裏に貼るピップフジモトのシェイプ in ジェル

シートを頂き、帰宅後に早速使用しました。 

交流会に参加して、新しいゲーム「キンボール」を

経験でき、他市町村の青指と知り合いになれたことは

有益でした。             池西裕二 

 

今年度も下記の日程でウィンタースポーツを開催します。 

日  時  平成２１年３月２０日～２２日   

場  所  栂池高原スキー場 

募集人数  ３０名（小学校卒業～高校生）     

参加費用  ２０，０００円 

加賀田フェスティバル 
 １０月１１日（土）（前夜祭）１２日（日）（本祭）     

 快晴の下にぎやかに催されました。中学生も４０名の参

加があり、元気で大きな掛け声の下、各地区を曳行しまし

た。また、グランドにおいても模擬店、フリマー、ミニSL、

グランド行事も沢山の参加があり最後の餅撒きまで終日賑

いました。 

 
クイズラリー 11月22日（土） 
 秋晴れの中１３０名の参加があり、快い汗をかき、クイ

ズを探し、飯盒炊飯に挑戦し、美味しいカレーに舌鼓をう

ち綺麗に紅葉した木々を愛でながらの１日でした。 

 9 月 20 日（土）、河内長野市青指 12 名は事務局

の森さんとともに河南町ぷくぷくドームで開催され

た南青指親睦交流会に参加しました。 

受付で貰った資料に書かれている A～H の文字毎

に8チーム（他に、河南町青指単独の Iチーム）に分

かれて、開会式、ストレッチ体操とウォーミングアッ

プ（3チーム一緒に大玉ころがし、大玉運び）をした

後、親睦交流会のメイン行事である「キンボール」。 

「キンボール」は、最大21ｍ×21ｍ、最小で13

ｍ×16ｍのコートの中で、ピンク、ブラック、グレ

ーのゼッケンで色分けされた1チーム4名の3チー

ムが直径1..2m、重さ1 kgのナイロン製ボールのサ

ーブやレシーブを繰り返して、得点を争うゲームで、

午前中に各チーム2回の予選ゲームを行った（1ピリ

オド5分間の3ピリオドマッチで、得点順に1位5

点、2位2点、3位1点の勝点が与えられる） 

私のCチームは勝点7で3位タイでしたが、2回

の総得点がトップだったため、午後の決勝に進むこと

ができました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ほのぼのフェスタ 
 今年も「ほのぼのフェスタ」が10月26日(日)、

長野中学校で開催されました。今回も青指は焼き

そばの販売を担当。小雨の中、9 名の女子中学生

とともに8時過ぎより準備にとりかかりました。 

 用意したのは、600食。10時より販売を開始

しましたが、客足が鈍い。これでは、大量の売れ

残りが・・・と思われたとき、「焼きそば、どうで

すか？」と威勢のいい中学生の声が響きました。 

 その声に誘われたように、お客さんが増えだし

ました。そして、正午前には長蛇の列ができ、焼

くのが追いつかないほどになり、青指のメンバー

もバテてきました。そのときも、「おっちゃん、交

代しよう」と中学生たちが助けてくれました。 

 おかげで、昼食時には完売しました。女子中学

生の若さあふれる働きに、こちらもエネルギーを

もらったようで充実した時間を過ごすことができ

ました。雨の中、 

よくがんばって 

くれた中学生の 

みなさん、本当 

にごくろうさま 

でした。 

楽習室「滝畑活動センターにてデイキャンプ」 
 １０月１８日（土）滝畑活動センターに於いて楽習

室「デイキャンプ」を６２名の参加者（子ども４８名・

保護者３名・青指メンバー１１名）で好天にも恵まれ、

楽しく実施することが出来ました。 
昼食にはカレーライス、焼きイモを作り、その後、木

の葉と花でしおり作りに挑戦しました。 
 しおり作りは、それぞれ採ってきた木の葉や花をラ

ミネートで圧着し、好きな形にハサミで切り、パンチ

ャーで穴を開けて出来上がりです。ラミネートがうま

くいかずシワが寄ったりして、涙ぐむ子どももいまし

たが、皆さんのご協力のお陰で無事終えることが出来

ました。 
 デイキャンプで一日子どもたちと過ごしますと逆

に子ども達に色々と 
教えられることも 
多々あり、我  々
青指メンバーも 
心が洗われ、有 
意義な一日でした。 

秋祭り合同パトロール 
       10月11日(土）・12日(日)  
 毎年恒例の秋祭り合同パトロールを、東中学校区健

全育成補導部を主体として、１８時から先発パトロー

ルを行い、２０時から２１時頃までは、青指も含め多

数の参加者で三日市駅前フォレストを中心に近辺を

パトロールしました。両日共、何事もなく子ども達の

生き生きとした笑顔が見られたのと、１２日の各地区

のだんじりの紹介では、いろんな趣向を凝らしていた

ので、パトロールをしていた私達も立ち止まって見入

るくらいで、参加者のみなさんが、和気あいあいとパ

トロール出来たこと 

はなによりでした。 

楽習室 「ミニぞうりのキーホルダー」 
 １0 月25日（土）、長野小学校にて楽習室「ミ

ニぞうりのキーホルダー」作りを実施しました。 

低学年でも簡単に編める方法、やり直しの出来る材

質、色々試行錯誤の結果 本体や鼻緒に使う 3 種

類の紐はアクリルの丸紐、芯の縦紐は丸い紙紐でし

ました。芯はタコ糸やPPロープでも試作しました

が、紙紐が一番しっかりしています。 

当日は約100人の参加があり、スタッフ１５人

は事前に何度も練習し、男性指導員も毛糸用の鈎針

持参で頑張りました。アクリル紐は１０色用意した

ので、子ども達もそれぞれ世界にひとつだけのオリ

ジナルの作品を完成させました。 

工作で１００人の参加はめずらしく、前半、後半

２回に分けて実施しました。１年～６年までの全学

年参加があり又男子も多数参加してくれました。地

元の講師（お孫さんが長小在籍）のご協力でお土産

に１人ずつ手作りのミニ麻紐ぞうりをプレゼント

して頂き、子ども達は大喜びでした。 
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（4） 青指ニュース 第 124号     平成 20年（2008年）12月１日発行 

第８回千代田バラエティフェスタ 
           in 楠小学校 
 １０月２６日（日）、朝７時頃から雨になり、縮小し

て模擬店と体育館では中学生の吹奏楽の演奏、長野北

高校・和太鼓、少林寺拳法の演舞等、○×ゲームやビ

ンゴゲームを行いました。 

 新コーナーとして、千代田小・楠小の児童によるコ

ーナーを設けました。模擬店と同じテントの中で、雨

にも負けず頑張っていました。晴天であれば同級生の 

 

４団体共催スポーツ大会 
 美加の台の秋の恒例行事第１弾、４団体（小・中

ＰＴＡ、育成会、青指）共催のスポーツ大会が素晴

しい秋晴れのもと10月18日（土）に美加の台中

学校で開催されました。今年も 460 人の参加者が

運動場や体育館で、汗だくになり楽しんでいまし

た。中学生リーダークラブも準備から運営、後片付

けまで大活躍でした。出場したソフトボールでは優

勝してご満悦でした。 

 

おもちゃかぼちゃでハロウィン 
 10 月 25 日（土）は楽習室のおもちゃかぼちゃ

でハロウィンを楽しみました。５月に苗植えをし

て、９月に収穫したかぼちゃにペイントをした後、

着ぐるみを着たボランティアの人達からお菓子を

もらって子ども達は大喜びでした。 

 

ウォークラリー開催 
秋の行事第２弾のウオークラリー（育成会主催）が

１１月２３日（日）に開催されました。紅葉が一段 

１２月は 「ふれコン」 
 今月は、今年で１6回目をむかえる南花台の恒例 

行事“ふれあいコンサート”が開催されます。例年 

小学生から、地域の幼稚園の先生方まで多彩な出演 

者が日ごろ鍛えた腕前を披露してくれます。また、 

育成会青年部が運営に参加し、若い力でコンサート 

を盛り上げてくれています。 

 
今後の予定 
12 月 6日(土) 楽習室「クリスマスキャンドル作り」 

12月  6日(土) 年末合同パトロール 

12月1３日(土) 楽習室「空気ってすごい！」 

12月14日(日) 南花台ふれあいコンサート 

楽習室 「芋ほり」 
１０月１８日（土） 

南花台西小学校主催の 

楽習室「芋ほり」のお 

手伝いをしました。 

 当日は天気も良く、 

大きな芋をほりあげる 

子ども達の歓声が 

響いていました。 

子ども達も多数来てくれていたのにと思うと残念で

なりません。 

 終了後は、前日に応援に来て下さった中学生と、北

高の生徒さんが雨に濡れながら最後までステージ、ゲ

ームコーナー等の撤収のお手伝いして下さいました。 

 青指は、模擬店で焼きトウモロコシ、綿菓子でした。 

（参加者：子ども８００名、大人２７０名） 

 

今後の予定 
１１月３０日（日） 鳴尾こども会のもちつき大会の 

          お手伝い 

と美しくなった晩秋の野山を260人が約2時間か

けて歩きました。ゴールした後は、青指主催の楽習

室『竹細工教室』で鉄砲や笛などを作って子どもた

ちに楽しんでもらいました。 


